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論　　文　　の　　要　　旨

　シェープ理論は従来のホモトピー理論の一般のコンパクト距離空間への拡張としてK．Bors故によ

り1967年に導入され，連続体の幾何学的解明に重要な手段となっている。本論文において著者はヨ

シェープ理論に基づいて連続体の分解定理を証明しヨ新しい視点からファイバーシェープ理論を構

成してラ局所的見地と大域的見地双方から写像の可動性を追究している。

　第1章ではCE写像問題など著者が研究対象とする問題を述べている。第2章においてはヨS．M鉱desi6

とJ．Sega1の立場からファイバーシ千一プ理論を拡張的に展開した。写像に対するChap狐anの余空

問定理を証明しラこれを用いて近似ファイバー写像などシェープ的一陸質を持つ写像のヒルベルト立

有限次元であれば可動的写像となる。この結果としてヨANRファイバーを持つ強正則写像は，その

値域が有限次元であればHurewiczファイバー化となる。第4章では，ANR性を保存する写像の性質

をCE写像や遺伝的シェープ同値を含む形で研究している。すなわちラ4）可動的写像はANR性を保

ちヨ次元を上げない、5）Xを有限次元ANRとし，f：X→Yを完全可動的写像とするとつぎの（i），

（ii），㈹は同値となる。（i）YはANRであるヨ（ii）Yは有限次元空問となるヨ㈹fは可動的写像となる。

第5章ではCE写像問題を研究している。まずラCE写像が次元を上げないための必要十分条件とし
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て，連続胞体性とよぶ性質を導入し，さらにn次元多様体MからYへのCE写像fについてラつぎの

（i），（ii）、㈹の同値を証明している。（i）dimY≦n害（1i）C（M）をMからそれ自身への写像のなす空問と

するとき，写像φ：Y→C（M）があってヨYの各点yに対してφ（y）：M→Mは正確にファイバーf一（y）

のみを一点に可縮する写像であるラ㈹GをfのM×YでのグラフとするときラM×Y－GからYへ

の射影はバンドル写像となる。

審　　査　　の　　要　　旨

　ファイバー化の概念がANRや多面体の局所的に滑らかな空間に隈定されるのに比して，シェープ

ファイバー化では任意の連続体でファイバー理論を局開できる。著者はこのシェープファイバー化

の標準的な形としてヒルベルト基本体束に埋め込んだ場合を考察しヨChapmanの余空問定理を写像

の形で証明している。この結果シェープファイバー化の新しい興味深い特徴付けが与えられている。

また著者が導入した写像の可動性の概念は事CE写像と共に遺伝的シェープ同値を構成するものでシェー

プ理論の重要な成果と考えられる。遺伝的シェープ同値の複雑さを可動性という概念で簡素化した

ことも大きな功績である。ANRを保存する写像としてはヨ現在最も取扱い易い概念であるのでヨ未

解決のCE写像問題の解明に大きな貢献を与えるものと思われる。論文の後半で著者が与えたCE写像

が次元を上げない必要十分条件はラ無隈次元多様体論とも関違してその有効性が証明されておりヨ

国際的にも高い評価が与えられている。定義域が多様体に限定した場合にはラ値域か一らある種の関

数空問への写像の存在が次元を上げない条件となることも興味深い結果で非常に秀れた業績と考え

られる。

　よって害著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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